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町
道
安
室
線
は
南
小
学
校

の
運
動
場
の
近
く
ま
で
は

き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
運
動
場
の
裏
側
の
道

路
は
正
門
へ
と
通
じ
て
い
な
が

ら
、
西
原
県
営
団
地
、
小
波
津
、

小
波
津
団
地
方
面
か
ら
の
児
童

の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
未
整
備
に
よ
り
、
学

校
と
し
て
は
、
登
下
校
に
は
裏

門
を
利
用
さ
せ
、
運
動
場
を
横

切
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
正
門

近
く
の
側
溝
は
途
中
ま
で
し
か

な
く
て
、
雨
が
降
る
と
道
路
上

に
溢
れ
出
し
、
多
く
の
雨
水
が

擁
壁
の
上
か
ら
学
校
敷
地
内
に

流
れ
込
ん
で
い
る
よ
う
な
状
況

で
あ
る
。
学
校
周
辺
の
環
境
を

良
く
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
道

路
は
早
急
に
整
備
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。

土
木
課
長
　
南
小
学
校
周
辺
の

工
事
、
特
に
素
掘
り
の
側
溝
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
も

話
し
合
い
、
早
急
に
整
備
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

小
波
津
川
の
県
管
理
、
二

級
河
川
へ
の
格
上
げ
は
い

つ
ご
ろ
に
な
る
か
。

町
長
　
県
と
し
て
は
、
平
成
十

二
年
十
二
月
を
メ
ド
に
二
級
河

川
の
指
定
、
工
法
、
工
事
に
向

け
て
事
務
調
整
中
の
よ
う
で
す
。

町
が
「
生
ま
れ
変
わ
る
小

波
津
川
の
整
備
イ
メ
ー
ジ

の
絵
図
板
（
立
て
看
板
）
を
平

園
地
域
に
設
置
し
た
の
は
大
変

良
か
っ
た
と
思
う
。
よ
り
多
く

の
町
民
の
理
解
、
協
力
を
得
る

た
め
に
は
、
他
の
地
域
に
も
看

板
を
設
置
し
た
方
が
良
い
と
思

う
。

土
木
課
長
　
小
波
津
川
は
今
年

中
に
は
県
管
理
に
指
定
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
立
て
看
板

に
つ
い
て
も
県
と
の
調
整
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
今
後
考

え
て
い
き
た
い
。

町
民
陸
上
競
技
場
は
竣
工

後
一
○
年
が
経
ち
、
ト
ラ

ッ
ク
の
方
は
小
石
が
混
じ
っ
た

固
い
土
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

ス
パ
イ
ク
を
着
用
し
て
走
る
と

足
を
痛
め
な
い
か
と
心
配
さ
れ

る
。
ま
た
、
ス
パ
イ
ク
の
針
が

曲
が
っ
た
り
、
針
と
針
の
間
に

小
石
が
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
現

在
の
ト
ラ
ッ
ク
の
土
よ
り
良
質

な
も
の
に
改
修
し
た
方
が
良
い

と
思
う
。
な
る
べ
く
、
タ
ー
タ

ン
・
ト
ラ
ッ
ク
（
全
天
候
型
）

に
で
き
な
い
も
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
全
天
候
型
に

改
修
す
る
に
は
、
費
用
が
二
億

円
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
改
修
が
で
き
る
の
か
、
財

政
担
当
課
と
も
相
談
し
、
方
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

現
在
、
ト
ラ
ッ
ク
に
は
コ

ー
ス
を
区
分
す
る
白
線
が

な
い
の
で
、
陸
上
競
技
会
や
練

習
す
る
の
に
大
変
支
障
を
来
た

し
て
い
る
。
正
式
な
競
技
場
に

な
っ
て
い
る
か
ら
、
常
時
白
線

（
テ
ー
プ
）
を
取
り
付
け
て
お
く

べ
き
と
思
う
。

生
涯
学
習
課
長
　
白
線
は
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
取
り
付

け
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

問問問

問

問

呉屋吉則　議員

今
回
、
産
業
課
と
し
て
五
回
に
、

他
市
町
村
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
検
討
し
た
。

そ
れ
で
現
在
に
お
い
て
規
則
の

一
部
改
正
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

沖
縄
で
農
業
を
す
る
に
は
、

ど
う
し
て
も
防
風
施
設
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
今
度
の

台
風
で
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
。
軟
弱
野
菜
の
場
合
、
露

地
物
は
ほ
ぼ
全
滅
状
態
で
あ

り
、
西
原
町
も
例
外
で
は
な
い
。

今
、
町
の
農
業
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
い
う
事
が
、
多

く
の
関
係
者
の
共
通
認
識
で
あ

る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
台
風

の
度
に
こ
う
い
う
状
況
が
続
け

ば
、
農
業
離
れ
が
ま
す
ま
す
加

速
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
、
防
風
施
設
、
防
鳥
施
設
と

し
て
、
農
家
に
比
較
的
負
担
の

少
な
い
平
張
ハ
ウ
ス
の
導
入
考

え
は
な
い
か
。

産
業
課
長
　
平
張
ハ
ウ
ス
の
導

入
に
関
し
て
は
、
平
成
十
年
度

Ｊ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
が
県
の
補
助

事
業
に
よ
り
、
バ
ナ
ナ
平
張
網

か
け
ハ
ウ
ス
、
熱
帯
果
樹
生
産

モ
デ
ル
団
地
整
備
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
将
来

有
望
な
品
目
と
し
て
導
入
す
る

予
定
で
、
農
家
に
対
し
て
協
力

依
頼
し
て
い
る
。

町
に
は
小
規
模
企
業
者
の

育
成
振
興
を
図
る
た
め
の

小
口
資
金
と
い
う
融
資
制
度
が

あ
る
。
が
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ

て
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ

ま
で
、
返
済
期
間
の
延
長
は
で

き
な
い
か
と
い
う
質
問
に
町
は

そ
の
都
度
検
討
し
た
い
と
い
う

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
今
な
お
検

討
の
段
階
な
の
か
、
だ
と
し
た

ら
何
と
何
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
か
。

産
業
課
長
　
小
口
融
資
制
度
に

つ
い
て
は
、
町
内
で
事
業
を
営

む
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
資

金
を
融
資
し
、
事
業
の
健
全
な

育
成
と
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
し
て
お
る
。
そ
れ
で

中
城
で
は
バ
ナ
ナ
、
知
念

村
で
は
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
、

具
志
頭
村
で
は
、
小
菊
、
恩
納

村
は
菊
や
花
き
の
栽
培
に
平
張

ハ
ウ
ス
の
導
入
で
生
産
高
を
上

げ
て
い
る
が
。

産
業
課
長
　
菊
農
家
か
ら
県
の

事
業
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ

に
関
し
て
も
県
と
の
調
整
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町
は
ヤ
ス
デ
対
策
と
し
て

薬
剤
補
助
を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

健
康
衛
生
課
長
　
薬
剤
以
外
と

い
う
よ
り
も
、
ヤ
ス
デ
が
大
量

に
発
生
す
る
六
月
と
九
月
に
、

全
地
域
を
対
象
に
乳
剤
散
布
を

し
て
い
る
。
町
の
広
報
紙
と
か

薬
剤
を
配
布
す
る
時
に
広
報
活

動
を
し
た
い
。

西
原
台
団
地
の
台
風
災
害

の
中
で
、
地
滑
り
地
域
指

定
を
受
け
る
と
い
う
話
が
あ
る

が
、
小
橋
川
側
全
体
な
の
か
二

八
十
番
地
一
帯
な
の
か
。

助
役
　
土
木
の
ほ
う
で
は
団
地

の
小
橋
川
側
一
帯
を
地
滑
り
地

域
と
し
て
指
定
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
。
二
八
十
番
地
の
地

域
に
つ
い
て
は
、
再
度
検
討
、

調
整
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問問問
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ぶ
う
え
で
言
葉
の
問
題
は
重

要
。
学
校
現
場
で
「
沖
縄
語
」

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
は
ど

う
か
？

教
育
長
　
す
ば
ら
し
い
提
案
。

子
供
達
に
沖
縄
語
を
伝
達
す
る

こ
と
は
重
要
。
学
校
現
場
と
協

議
し
た
い
。

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
と
「
沖
縄
語
」
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
両
極
端
で

は
な
く
実
は
ひ
と
つ
。
方
言
、

自
分
た
ち
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と

が
外
国
語
理
解
に
つ
な
が
る
。

親
子
の
対
話
や
高
齢
者
と
子
供

達
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
波
及
効

果
は
大
き
い
。

県
外
派
遣
費
の
助
成
に
つ
い
て

町
の
県
外
派
遣
費
助
成
制

度
は
、
父
母
や
関
係
者
か

ら
大
き
な
評
価
を
得
て
い
る
。

が
、
例
え
ば
鹿
児
島
と
同
程
度

の
負
担
と
な
る
八
重
山
で
の
開

催
は
助
成
の
対
象
に
な
ら
な

い
。
県
内
で
も
県
外
同
様
の
負

担
で
あ
れ
ば
対
象
に
す
べ
き
で

は
？
。ま
た
、県
外
派
遣
の
際
に

成
績
に
よ
っ
て
助
成
額
に
格
差

が
あ
る
が
、見
直
す
べ
き
で
は
？
。

町
長
　
現
実
問
題
と
し
て
不
合

理
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
同
一

種
目
で
大
会
も
別
で
あ
れ
ば
検

討
を
要
す
る
。

二
○
○
二
年
教
育
改
革

の
柱
は
、
学
校
の
完
全

週
五
日
制
と
総
合
的
な
学
習
の

導
入
。
父
母
へ
の
説
明
会
も
な

さ
れ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
対

応
策
は
？
　
子
供
達
の
豊
か
な

心
を
育
む
た
め
に
、
総
合
的
な

学
習
に
沖
縄
の
文
化
や
地
域
の

伝
統
芸
能
を
積
極
的
に
採
用
し

て
は
？
。

生
涯
学
習
課
長
　
学
習
や
活
動

の
場
・
機
会
づ
く
り
、
情
報
の

提
供
が
大
き
な
課
題
。
こ
れ
ま

で
の
各
種
事
業
に
加
え
、
保
護

者
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
た
い
。

学
校
教
育
課
主
幹
　
ご
指
摘
の

と
お
り
、
各
学
校
と
も
そ
の
認

識
で
、エ
イ
サ
ー
や
琉
球
舞
踊
、

サ
ン
シ
ン
な
ど
郷
土
芸
能
や
紅

型
や
藍
染
め
の
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
る
。

具
体
的
な
対
応
と
し
て
、

保
護
者
や
地
域
ま
か
せ
で

な
く
、
教
育
行
政
も
参
加
し
た

組
織
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。
地
域
の
人

材
を
活
用
し
て
、
例
え
ば
あ
る

地
域
子
ど
も
会
が
舞
踊
講
座
を

開
設
す
る
な
ら
、
教
育
委
員
会

で
講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
。
従

来
の
知
識
偏
重
の
教
育
が
大
き

な
壁
に
突
き
当
た
っ
て
い
る
事

は
、
今
日
の
社
会
状
況
が
証
明

ず
み
。
人
間
性
や
心
を
重
視
す

る
教
育
は
、
地
域
の
伝
統
や
文

化
に
学
び
、大
人
も
そ
れ
を
介
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り

に
参
加
す
る
事
が
大
切
で
は
。

教
育
長
　
各
種
団
体
を
網
羅
し

た
学
推
協
の
組
織
強
化
や
子
供

会
の
強
化
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
相
談

し
組
織
作
り
に
努
め
た
い
。

国
際
理
解
と
地
域
文
化

教
育
に
つ
い
て

国
際
理
解
や
外
国
語
教
育

を
進
め
る
う
え
で
、
自
分

た
ち
の
文
化
や
歴
史
を
し
っ
か

り
学
ぶ
こ
と
が
出
発
点
。
言

葉
＝
文
化
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
沖
縄
の
文
化
や
歴
史
を
学

問
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濃
い
懇
談
会
に
す
る
に
は
、地

域
提
案
に
関
係
す
る
担
当
課
を

出
向
か
せ
る
出
前
方
式
が
よ
い

と
考
え
て
い
る
。
次
年
度
に
向

け
て
具
体
的
な
検
討
を
し
た

い
。東

中
学
校
全
館
の
ク
ー
ラ

ー
設
置
に
よ
る
生
徒
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
十
五
年
度
に
運
転
予
定
と

聞
く
が
今
後
、
西
原
町
全
学
校

に
設
置
拡
大
を
考
え
て
い
る

か
。
既
に
設
置
さ
れ
た
他
地
域

学
校
生
徒
の
健
康
管
理
状
況
の

把
握
、
校
医
の
所
見
等
。

教
育
総
務
課
長
　
平
成
十
三
年

度
の
教
育
施
設
等
騒
音
防
止
対

策
事
業
と
併
せ
て
ク
ー
ラ
ー
工

事
設
計
を
や
っ
て
い
る
。
年
次

的
な
防
衛
庁
予
算
で
全
学
校
に

設
置
を
望
ん
で
い
る
。
既
設
置

他
地
域
学
校
で
は
冷
房
温
度
、

生
徒
の
健
康
状
態
で
席
の
配
置

等
に
配
慮
し
て
い
る
。
校
医
の

所
見
と
し
て
は
室
内
温
度
、
換

気
の
管
理
を
徹
底
す
れ
ば
問
題

は
な
い
。

携
帯
電
話
使
用
に
よ
る
児

童
被
害
が
多
発
し
て
い
る

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま

た
教
育
現
場
で
肉
体
的
、
精
神

的
な
疲
れ
か
ら
病
い
を
生
じ
る

教
師
も
い
る
と
思
う
が
、
ど
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
主
幹
　
事
件
の
背

西
原
町
は
こ
れ
か
ら
多
く

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

抱
え
て
お
り
、
町
民
の
生
の
声

を
聞
き
、
ま
た
事
業
の
進
捗
状

況
を
知
ら
し
協
力
を
得
る
為
に

も
町
民
と
の
対
話
は
非
常
に
大

事
で
あ
る
。
行
政
懇
談
会
は
今

後
も
継
続
的
に
開
催
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
　
町
民
と
の
対
話
は
大
変

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
平
成

十
年
度
開
催
の
行
政
懇
談
会
で

は
行
政
職
員
の
参
加
人
数
は
延

べ
四
○
五
名
、
町
民
参
加
数
は

六
三
六
名
で
あ
り
、
二
○
日
間

を
要
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
方
式

だ
と（
質
問
、
要
望
等
が
）偏
る

傾
向
が
あ
り
、効
果
的
、密
度
の

景
と
し
て
、
子
供
達
の
遊
び
感

覚
、不
登
校
、家
出
等
が
絡
ん
で

い
る
。実
態
把
握
と
指
導
の
徹
底

を
通
知
し
て
い
る
。ま
た
平
成
十

三
年
度
新
規
事
業
と
し
て
思
春

期
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
長
　
生
徒
指
導
、
教
科
指

導
等
の
悩
み
で
精
神
的
に
病
い

を
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
人
事
権
を
も
っ

て
い
る
県
の
方
で
対
応
し
て
い

る
が
各
市
町
村
の
教
育
長
間
で

も
協
議
し
て
い
る
。
幸
い
本
町

に
お
い
て
は
今
、
こ
の
よ
う
な

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
袋
指
定
化
に
つ
い
て

町
民
の
反
応
、
苦
情
等
は
、

ガ
ラ
ス
ビ
ン
に
限
り
カ
ゴ
等
の

併
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
年

次
的
な
予
想
減
量
化
率
は
。

健
康
衛
生
課
長
　
苦
情
は
女

性
、
男
性
か
ら
も
あ
る
。
指
定

袋
の
使
用
状
況
は
九
九
％
浸
透

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ガ

ラ
ス
ビ
ン
の
収
集
方
法
に
つ
い

て
は
調
整
検
討
し
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
の
回
収
調
査
と
し
て
、

平
成
六
年
回
収
当
初
一
五
三
ト

ン
、
平
成
十
年
一
、
四
二
○
ト

ン
、
平
成
十
二
年
一
、
三
四
二

ト
ン
、
初
年
度
と
比
較
し
て
八

八
％
の
回
収
率
の
伸
び
で
す
。

減
量
化
目
標
と
し
て
は
一
人
一

日
当
た
り
六
○
○
グ
ラ
ム
維
持

を
考
え
て
い
る
。

問

問問

問

呉屋　實　議員


